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１ は じ め に 

 

 

 日本短角種は、夏山冬里方式の飼養管理を基本としており、

放牧による自然交配が繁殖の主体となっている。そのため、

子牛の分娩時期は春先に集中し、肥育牛の出荷時期に端境期

が生じている。生産現場では、これを肥育期間の延長や短縮

による出荷調整で対応している現状にある。そこで、肥育牛

の出荷端境期が生ずることへ対応するために、放牧前の 3 月

から 5 月の舎飼期に自然交配することにより、通常の放牧に

よる繁殖より交配時期を早めることで、春子よりも早期に分

娩させる牛群を造成するとともに、自然交配後の追い移植を

活用することにより、双子生産も可能となる飼養技術体系の

確立を目的として、試験を実施した。 

 

２ 試 験 方 法 

 

 供試牛は平成25年1月から2月に分娩した、子付きの日本

短角種繁殖雌牛10頭（平均分娩回数6.3回）を分娩後約2カ

月から既存の堆肥舎に仮設のパドックを併設したフリーバー

ン型牛舎に繋養し、3 月から 5 月の約 2.5 カ月間、種雄牛 1

頭と混合飼育した。混合飼育期間中に、朝夕 2 回の目視とテ

イルペイントにより被乗駕を確認した雌牛の交尾確認のため、

腟鏡を用いて膣内の射出精液の有無を確認した。追い移植は、

交尾を確認した雌牛で交尾後 7 日目に黄体が存在した個体に

対し、非黄体側子宮角に行った。移植胚は、Aランクの黒毛和

種ダイレクト凍結胚で、移植器はカテーテル型移植器を使用

した。妊娠診断は交尾後 30日目、40日目、70日目にそれぞ

れ超音波画像診断装置を用いて胚の有無により判断した。 

 

 

３ 試験結果及び考察 

 

(1)受胎・分娩成績 

 交尾後 30日、40日、70日目で実施した妊娠診断による双

子率はそれぞれ50％、50％、20％であった。分娩成績は、移

植頭数10頭のうち、分娩が8頭、うち双子が6頭、単子が2

頭と妊娠診断とは異なった。その結果、移植頭数に対する受

胎率は80％、受胎した個体の双子率は75％となった。受胎率

80％を、これまでの追い移植による双子生産の報告と比較す

ると、人工授精後に 2卵移植を実施した鈴木１）の報告より低

かったが、人工授精後の１胚移植を実施した吉川ら２）、藤山

ら３）の報告よりも高かった。なお、舎飼時に受胎しなかった

2頭は、6月から8月の放牧期に受胎し正常に分娩した（表1、

表2）。 

注）単：単子、双：双子 

表１ 受胎および分娩成績 

牛№ 
妊娠診断(日)  分娩成績 

30 40 70  双単 双子率 頭数 

1 単 単 単  単  

 

 

 

75% 

 

 

 

 

14 

(140%) 

2 単 単 単  単 

3 双 双 単  双 

4 単 単 単  双 

5 双 双 単  双 

6 双 双 双  双 

7 単 単 単  双 

8 双 双 双  双 

9 － － －  6～8月の放牧に 

より受胎分娩 10 － － －  

受胎率(%) 80 80 80     

双子率(%) 50 50 20     

－ 73 －
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 (2)子牛生産率 

舎飼期に受胎した個体から生産された子牛は14頭、生産率

は140％であった。この結果を、これまでに報告されている人

工授精後の追い移植と比較した。藤山ら３）の黒毛和種では

81.3％、無角和種では77.8％、鈴木１）の黒毛和種と日本短角

種を用いた２胚追い移植では117.6％であり、子牛生産率はい

ずれの報告よりも高かった（表1、表3）。 

 

表３ 子牛生産成績 

移植頭数 子牛生産頭数（率） 

10 14 (140.0%) 

 

今回、高い子牛生産率が得られた要因として、自然交配に

より雌牛の子宮内環境が整っていたこと、及び移植器の 2 つ

の影響が考えられる。片桐ら４）は、膣内への精漿投与が、子

宮内膜での上皮増殖因子発現を正常化し、受胎率を向上させ

ることを報告している。また、今川ら５）は、胚の栄養膜細胞

から産生される妊娠認識物質は、着床に適した子宮内環境を

整えることを報告している。今回の場合、移植前の自然交配

により、これらの条件を満たしたことが考えられる。また、

移植器は、佐々木ら６）、岡田ら７）がシース管型よりもカテー

テル型が、子宮角への挿入が容易であり、子宮角内膜を刺激

することなく、胚を子宮角深部に比較的簡易に注入できるた

め、受胎率が高いことを報告している。これらの要因により、

高い子牛生産率を得られたと考えられる。 

 

４ ま と め 

 

日本短角種10頭を放牧前の舎飼期に混飼し、交尾後7日目

に黄体が存在した雌牛に黒毛和種ダイレクト凍結胚を非黄体

側子宮角に移植した。その結果、双子 6組と単子 2頭が生産

され、移植頭数に対する受胎率は80％、分娩頭数に対する双

子率は 75％、子牛生産率は 140％となった。この高い生産率

の要因は、自然交配により雌の子宮内に着床に適した環境が

整っており、受精卵が着床に至り易かったこと、また使用し

た移植器が、子宮角内膜を刺激することなく、胚を子宮角深

部に比較的簡単に注入できるものであったことが考えられる。 
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表２ 受胎成績 

移植頭数 受胎頭数（率） 不受胎頭数 

10  8 (80.0%) 2 
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